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概要 

ナルコレプシー当事者への公的支援に関する議論に役立つようなエビデンスを創出するべ

く本研究を進めてきた。その研究成果が国際雑誌に掲載された 1)。本抄読会では，過去二年

間における研究活動を改めて紹介するとともに，今後の予定として Patient Engagement と

いう視点からのアプローチを共有した。 
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